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これまでの横浜市の広聴制度
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デジタルプラットフォームに着目

より多くの市民の皆様の多様なご意見を把握する上でも、
デジタル技術を活用した広聴制度を検討する必要性

• 市民からの提案（インターネット、手紙、Eメール等）
• パブリックコメント
• 市長と語ろう



デジタルプラットフォームとは
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● 実証実験で使用するプラットフォーム
アイデアボックス2.0（提供：株式会社自動処理）

オンライン（インターネット）上で参加者が直接意見を投稿、交
換、蓄積することが可能な市民参加型アイデア募集システム

地方自治体向け無償提供
（６か月間）を利用し、
「横浜市アイデアボックス」
として試験開設



デジタルプラットフォームの特徴
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ブラッシュアップ効果
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「横浜市アイデアボックス」について
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横浜市アイデアボックス
https://yokohamacity.ideabox.cloud/



「横浜市アイデアボックス」について
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アイデアが⾒える

「⽇付順」「⼈気順」
「コメント順」などで
アイデアの並び替えが可能



「横浜市アイデアボックス」について
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簡単登録・即参加
掲⽰板⽅式

気軽にコメントや賛否を
投稿して、議論を盛り上
げ、アイデアを洗練 ニックネームとメールア

ドレスの登録のみですぐ
に参加可能



「横浜市アイデアボックス」について
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ユーザー登録後は
アイデア募集に対して、

することが可能です。

①アイデアを投稿
②アイデアにコメント
③アイデアに投票

（賛成・反対・中立）

参加者同⼠でアイデアをブラッシュアップする
好循環が期待できます。



第１回実証実験の実施概要
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• 対象者：ヨコハマeアンケートメンバー（約4,200名）
• 実施期間：令和４年６⽉６⽇〜６⽉27⽇
• テーマ：「横浜市の広聴制度」

ユーザー登録数：184⼈ アイデア投稿数：111件
コメント数 ：221件

• 有効な広聴ツールとしての活⽤可能性
• ⾏政側の管理・運営⽅法
• 市⺠関⼼度（テーマ設定の仕⽅・参加促進）

今後の検証課題

実施結果



第２回実証実験の実施概要
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• 対象者 ：全市民の皆様
• 実施期間 ：令和４年７月22日(金)～8月16日(火)

テーマ：「脱炭素」

１．「家庭や日常の暮らし」の中でできる具体的な

脱炭素の行動や取組

２．経済活動と脱炭素社会の両立を目指しながら、
「事業者」ができる具体的な脱炭素の行動や取組

３．デジタルプラットフォームについてのご意見


